
走り抜けた！ロードレース大会！

大田小学校へ授業見学

男子 倉橋啓人さん（11km 41分13秒)
女子 加田優菜さん（ 9km 41分33秒）

ロードレース優勝

1日目 ◎JAL機体工場
◎物質・材料研究機構NIMS
◎地質標本館

2日目 ◎JAXA 宇宙飛行士体験
◎高エネルギー加速器研究機構KEK
◎理化学研究所
◎OB講話・会食

3日目 ◎東京大学本郷キャンパス
◎国立科学博物館
◎班別研修

大田高校
便り

教育関係の仕事に興味を持つ大高生５人が、大田小学校へ授業見学
に行きました。それぞれが様々な授業を見学し、学校に戻ると感じた
ことや気づいたことを振り返り、みんなで共有しました。
生徒たちは「自分が小学校だったときとイメージが違った。先生は

どういう対応をしているのか客観視できた。」「小学生のエネルギー
がすごい！それと同時に先生のエネルギーもすごい！」「子どもの目
線になって話を聞くという先生の工夫に気づけた。」などとたくさん
の気づきを得ました。それぞれ自分の将来の姿を思い描くひとつの
きっかけとなる時間になりました。

「つむぎ」のロゴが
できました！美術科の

神山千晶先生のデザインです。
以下、神山先生コメントです。
・・・・・・・・・・・・・・
繋いでいくイメージをリボンで
表現しました。大田市の自然の
中で生徒が手を結んで、共に紡
いでいくというテーマの
イラストを加えました。

理数科の2年生が2泊3日の「つくば研修」を行いました！様々
な場所で見学・体験活動を行い、日本や世界の最先端技術に触
れることができました。また東京で活躍されている大田高の卒
業生による講演会も行われました。先輩方の生き方を知り、吸
収できたことも多かったようです。クラスの仲も深まり、充実
した3日間になりました！
学校に戻って、来年度研修に行く1年生を前に報告会が行われ

ました。自分たちの学びの振り返りと、アドバイスの詰まった
発表になりました。

10月26日に校内ロードレース大会が行われました。男子は11キロ、
女子は9キロのコースを走り抜けました！大高生は体育の授業で練習を
重ね、本番を迎えました。真剣に走りながらも、地域の方に応援をも
らうと笑顔で「ありがとうございます！」と答える大高生。とても輝
いていました！大会を開催するにあたってPTAのみなさまにコー ス沿
いの環境整備や、差し入れをいただくなどのお力添えをいただきまし
た。大高生のパワーになりました！ありがとうございました！

理数科２年生
「つくば研修」に出かけました！
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10月は校内だけではなく、大高生と地域がつながる活動もたくさんありました。
今回は活動の様子や活動する中で感じた大高生の声をお届けします。

●野球部 石見地区高校野球１年生大会
１回戦 １１－１ 益田
２回戦 １０－６ 邇摩
準決勝 ８－４ 益田東B
決勝 ３－１５ 石見智翠館A 準優勝

●弓道部 県高等学校弓道選手権大会
橋口 采優 12射10中 第１位 全国大会出場へ

●写真部上野彦馬賞九州産業大学フォトコンテスト
柿田真実 「羨望」 上野彦馬奨励賞
高野陽香莉 「無くした心 」 入選

●島根県人権の詩
森山愛 「変わる」 最優秀賞
中原菜南子 「人の見る景色」 優秀賞

●報道部 高文連新聞コンクール 優秀賞 全国大会出場へ
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部活動・校外活動 結果

10月16日に大田市民会館で人権フェスティバルが行われました。
JRC部が受付や案内をするだけではなくブースを出し、日々の活動で学
んだことを実践をしながら地域の方と触れ合いました。また「人権の
詩」では多くの大高生の作品が入賞しました。それぞれが日々の生活の
中で感じたことや体験、思いを
言葉に乗せていました。

地域に出て写真を撮ることが多い
写真部。最近では、志学にある湯
本旅館のパンフレット掲載用写真
の撮影オファーがきました！

野球の楽しさを知ってもらおうと、野球部と大田保育園の交
流会が企画されました。最初はお互いに緊張した雰囲気でし
たが園児のみなさんが教
えてくれたバナナ体操か
ら始まり、時間が経つに
つれて、次第に距離が近
くなりました。キャッチ
ボールや実際にバットを
振るなど一緒に体を動か
しかました。声をかけあ
ったり、名前を呼びあっ
たりと笑顔が溢れる時間
になりました。

お点前を披露！ 三瓶まつりでは、ボラン
ティア参加者の取り組み
や写真部・美術部の展示
など大高生の活躍をみる
ことができる場面がたく
さんありました。
茶道部は茶席を開き、来
場された方にお点前を披
露しました。

野球を通してつながる

湯本旅館では「自由に撮っていいよ」
という顧問の江田先生の声かけのもと、
温泉・部屋・外観など様々ものを撮り
ました。食事をいただいたり、温泉に
足をいれてみたり、いろんなことを感
じながらシャッターをきりました。パ
ンフレットの出来上がりを楽しみにし
ています。このように地域に出て活動
すると、新しい出会いや偶然の出会い
があります。だからこそ校外にでて写
真を撮るときはあいさつや声かけを大
切にしようと思います。また１つのモ
ノも様々な角度から撮れば、見え方も
変わります。それが写真を撮ることの
おもしろさです！

👆湯本旅館で実際に撮影した写真

角度を変えれば景色が変わる！

人権フェスティバル －地域を実践の場にー

JRC部は、他の部活に比べると地
域に出る機会が多いです。今回の
人権フェスティバルではJRC部と
してブースを出し、研修で学んだ
防災時のケア「ハンドマッサー
ジ」を来場された方に体験しても
らいました。とてもドキドキしま
した。しかし、初対面だからこそ
自然といろんな話ができたと思い
ます。これからも地域の方と関わ
るときには、笑顔を忘れず、積極
的に関わっていきたいと思います。


